


趣旨説明（国武）
現生人類の移動の議論において、カザフスタンは、ウズベキスタンとロシアアルタイとを、
カフカス地域と中国西部とを取り結ぶ重要な地域です。しかしながら、日本と同様に60

年以上の旧石器調査研究の蓄積があるにも関わらず、世界的にその成果が有効に活用され
ているとは言い難い状況です。そこでその成果をパレオアジア文化史学の枠組みに位置付
けることを目指して、カザフスタンの旧石器時代の最新の調査研究成果を、時代別および
地域別にご紹介いただき、中央アジア旧石器研究の今後の枠組みを展望します。

１） 中期旧石器時代の概要（マミロフ）
カザフスタンで最も遺跡数が多く研究の蓄積が進んでいる時代です。その結果、特徴的なインダ
ストリーが、地域別に分かれて分布することが分かっています。それぞれのインダストリーの代表
的な調査事例を紹介して、インダストリーの概要を説明します。

【第1部】カザフスタン各地における旧石器調査

２）後期旧石器時代の概要（マミロフ）
カザフスタンでは後期旧石器時代遺跡は多くはありませんが、地域別に多様な石器群が明らか
にされており、研究も進展中です。また3年前からそれぞれロシア、ドイツ、日本との国際共同調

査が集中的に進められています。代表的なインダストリーと、レス堆積層中の多層遺跡の調査成
果について概要を説明します。
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３）カザフスタン東部における旧石器調査研究（マミロフ）
アルタイ山地の南麓から西麓を流れる大河川イルティッシュ川の流域は、50年代から後期旧石器
時代の調査が進められ、80年代にはアルタイ北部と類似する多層遺跡が発掘されるなど重要な
成果が挙げられてきました。さらに2016年にはロシアとの国際共同調査によりカラボム遺跡と類
似したIUP石器群を含む大規模な多層遺跡が発見され、現在注目を集めている地域です。これま
での研究概要と最新の調査成果を説明します。

４）カザフスタン西部における旧石器調査研究（マミロフ）
カスピ海およびアラル海の周辺は、前期から後期旧石器時代に至る大規模な遺跡が数多く展開
することが知られていますが、地理的な広大さと遺跡へのアクセスの困難さから詳細が調査は少
なく情報が得られていません。発表者は最近10年間この地域の調査を継続しており、その成果は
国内でも大変注目されています。その概要を説明します。

５）カザフスタン中央部における旧石器調査研究（マミロフ）
中央部の丘陵地帯に分布する中期から後期旧石器時代の遺跡の現地調査成果の概要が最近
発表者によりまとめられて出版されました。最近数年間に発表者が継続して発掘調査を
行っている後期旧石器時代のウリケン・ジュディズ遺跡の調査成果について説明します。

６）カザフスタン南部における後期旧石器時代遺跡の探索（国武）
これまでの研究成果および、東部におけるロシア、ドイツとの国際共同調査成果を概観しますと、
カザフスタン東部ではロシアアルタイとよく類似するIUP石器群が卓越することが分かってきまし

た。次の議論としては、これらが、アルタイの地域的な様相なのか、中央アジア全体の共通様相
なのかが、論点となることが想定されます。そのため、発表者はカザフスタンとの共同調査により、
アルタイに至るルート上で、それより西の旧石器遺跡密集地帯であるカラタウ山地において、新
しい後期旧石器時代遺跡を探索し、発掘調査をすることにしました。その概要を説明します。



【第2部】ウズベキスタンにおける東京大学による旧石器時代遺跡調査（西秋）

中央アジアの旧石器時代は、ウズベキスタンの遺跡が基準となっており、国際的な議論において
も極めて重要な役割を果たしております。この重要な地域において新たな資料の獲得を目指して、
東京大学は近年現地調査を継続しており、国際的にも大変注目をされています。その調査成果
の概要をお話しいただきます。

【第3部】討論：カザフスタン旧石器時代の画期と比較

これまでの情報提供をふまえて、カザフスタン旧石器時代を周辺地域の調査成果に位置付けるべ
く意見交換を行います。

総括（加藤）
現在パレオアジア文化学においては東アジアを中心にした広域編年が加藤を中心に検討されて
います。そこでカザフスタンの調査成果を介して中央アジアの編年をこれに接続し、ユーラシア広
域編年を組み立てるには、どのような調査や研究課題が残されているのか。展望とあわせて課
題について説明します。

参加：無料、申し込み不要（30名まで）

会場：奈良文化財研究所平城宮跡資料館


